断片夢想地図 : 谷根千を支える劇場空間 by 加門 竜嗣
断片夢想地図 : 谷根千を支える劇場空間
著者 加門 竜嗣
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 4
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11687
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.4（2015 年 3 月）　 法政大学
断片夢想地図
-谷根千を支える劇場空間 -
DREAM COLLAGE MAP
THE AREA OF YANESEN HAS CONSIST ON THE HAPPENING
加門竜嗣
Ryuji Kamon
主査　赤松佳珠子　　　副査　陣内秀信・渡邊真理
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
This is a dreamscape. It shows your influence of one day is carved into your brain.This 
constructed dreamscape is composed of a collage of fragments of a day. These aspects of old 
fragments create the atmosphere of the current city.Those lost fragments and elements are 
hidden within the drawing, and through drawing we can see the relationship of the city through a 
dreamscape.   Key Words : Collage, Map, Aldo Rossi, Yanaka, Nedu, Sendagi
1. はじめに
　アルド・ロッシの言う共通意識の中の記憶を左右す
るオブジェクト、 都市的創成物によって作られたド
ローイングはとても魅力的なものと感じていた。 現
在、情報化社会が発展した世の中で、都市やまちなど
を含めて存在しているものを今まで通りの視点で見る
ことは間違っているのではないか。ロッシは、物事を
断片化し見ていた。 私はこの論理を日本へと転用さ
せ、日本らしい建築理論としての発展を望んだ。
2. 研究要旨
(1) アルドロッシのドローイング研究
ロッシのドローイングは、断片を集積しそこに１つの
都市体験を描いていた。彼は自分の設計した建築をド
ローイングに挿入し、建築が都市の中にどのような意
味をもっているかを、イメージの中で構築していた。
また、描かれるオブジェクトに対しても、それぞれの
意味をぶつけあうことで、意味の中でもコラージュを
していた。ロッシはドローイングの中でいろいろなも
のを、意味のある事物のレイヤーを積み重ね、組み合
わせてきた。それは都市、街、建築、家具すべてを巻
き込んだ「空間」の雰囲気を確認するためである。
彼はたしかに、ドローイングの中で構築していた。他
の建築家とは、全く違うものだが妥当性も存在してい
る。彼にとって大切なことは、記憶を作ることであっ
た。建築がたち、歴史を体験し、場所を感じた中で、
建築がその体験者にどう写るか。その日一日の中で起
きたことを１つの風景として、脳に刻み込む。
(2) 谷根千らしさ
今回、このロッシの論理を日本に適応させる場所とし
て、谷根千を選択した。谷中・根津・千駄木からなる
この地域は江戸時代に明暦の大火によって、上野から
お寺さんが大移動した時から、寺町として発展してき
た。谷根千という名称は、主婦であり、歴史家である
森まゆみさんが命名したもので、この３つの町が持っ
ていたネットワーク顕在化したものであった。この３
つの町はそれぞれ深い歴史を持っている。また、谷根
千は更新されるまちとしての一面も有しており、江戸
時代から続く商店や、お寺など情緒ある街並がありな
がらも、昭和のハイカラな建築同居している。このよ
うに、 谷根千はたくさんの要素が重層されたまちに
なっており、それぞれの断片に対しても、意味のない
ものというよりかは、生活の延長からできているもの
など、要素がすでにコラージュされている。その中で、
谷根千らしさを構築しているものを６つの分類へとわ
けることができた。
①自然的要素
②非視認性
③スケールの混在
④路地の集積
⑤時間の重なり
⑥多種多様な人間
このような６つの要素は、谷根千の中で「劇場性」を
作ってきたのではないかと考えた。
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まず、「劇場性」とは何か定義すると
「ハプニングを生む要素」
「出来事を引き起こす要素」
「見る、見られるの関係を作り出す要素」
として定義すると、先ほど述べた６つの谷根千らしさ
はこの劇場性を用いて説明することができる。この劇
場性は谷根千特有のものであり、谷根千が今まで生き
続けているまちとして存在している理由の１つではな
いか。
私はこの谷根千らしさを引き継いでいく手法として、
ロッシのドローイングの発展の手法を用いることにし
た。
3. 考察
(1) 断片夢想地図とは
私が描く地図は断片夢想地図という名称をつけてい
る。このドローイングの描き方は、人間が道を覚える
ときに知覚するオブジェクトを連鎖的に描いていくこ
とで、人間が体験したまちを抽象化しながらも、重要
なフラッグだけ、とりだしまちを追体験できるような
ものを描いた。この地図は、スケールの点で都市的で
あり、建築的であり、家具的なものまで包含した、脳
内で喚起されているような地図である。この地図は、
人間が都市で体験したできごとを集積したようなもの
になっていっている　といってもいい。この地図の描
き方を用いて、この地図が今までの概念だと敷地模型
のような存在としてあつかって設計を進めた。
(2) 断片地図を用いた設計
この手法を用いることによって、建築に構成される断
片が強さと意味をもち、その形がもつ意味に対して、
まちとピュアに接続した形態となる。また谷根千の中
のより小さなエリアを指定して描くので、ある特定の
人の記憶や特定の場所の記憶を積層する。その場所を
通りかかってみると、相互喚起が起こるような状態を
連鎖的に起こすことが可能となる。
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4. 結果
断片から建築を作っていった結果、このまちの記憶の
中心となるものとなる。建築全体の大きさや、形では
なく、体験したときに感じることができる、もの同士
の関係性や、断片の接触や差異によって、場所のイメー
ジが体験者へと次々と刻まれていく。この建築は、谷
根千の今ある風景を残すような歴史があるまちでよく
行われている観光向けの再開発ではなく、このまちに
住む人の記憶を集積できるような断片集積地となる。
人々の脳に描き続かれている絵の中で、この建築は、
ノイズのような存在として、生き続ける。
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